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１ はじめに

自閉症など、言葉でのコミュニケーションが難しい児

童生徒は、意思をうまく伝えられず、ストレスから問題

行動を起こすなどの課題が生じやすい。そのためコミュ

ニケーションツールとしてVoice4u1）など市販のVOCA

（図 1）をこれらの児童生徒に

利用する動きが広がっている。

タブレットが普及する以前に行

われた、これら児童生徒に対す

るVOCAの教育実践では「自

発的なコミュニケーションが成

立してきた、問題行動が減少し

た、表出言語が増加してきた」

との報告がある 2）3）。 市販の

VOCAは、感情を伝える内容

など幅広い内容のデータが含ま

れており、有効性が期待できる。

しかし、文字や数の理解が困難な児童生徒にとって、内

容が抽象的で理解の難しい場合もある。また、タブレッ

ト単体にデータが保存されているため、収録内容を教員

集団が把握するのも難しい。さらに、このような児童生

徒は、支援方法が難しい一方、継続的な支援が必要であ

るにもかかわらず、特定の教員だけがかかわっている場

合が多いため、転勤などで、支援に支障が生じやすい。

児童生徒の情報を教員間で共有して、多くの教員で支援

のできる体制が、支援の質を確保するために重要である。

本研究では、児童生徒が伝えようとする内容を教員が

観察から見つけ出して、PCでVOCAのデータにした。

これにより要望が引き出しやすく、かつ教員間でデータ

の共有が可能なタブレット端末によるVOCAを作成し、

教育実践を通して効果と課題の検討を行った。

２ VOCAの作成

２－１ 想定した対象児童生徒

自閉症などで、言葉を発してのコミュニケーションが

難しく、かつ文字や数の理解が困難な児童生徒。

２－２ データ作成時の配慮点

児童生徒が理解しやすく、継続的な支援ができるよう

に、個々のデータを作動させるアイコンおよびタブレッ

トでの表示と作成過程に以下の点を配慮した。

① アイコンの中身を理解しやすいものにする。

② アイコンの数は、成長に応じて増やす。

③ カテゴリーごとにフォルダに分類できる。

④ LANによりデータが共有できる。

２－３ 作成手順

（1）音声・画像データの作成と合成

音声は、音声編集ソフトを利用すると便利である。ま

た、画像はタブレット端末のカメラ機能を利用して得る

と、容量が小さく便利である。音声と画像の合成には、

2012年8月にリリースされたWindowsEssentials2012

のLiveMovieMaker（図2）4）が、mpeg4形式でデー

タ保存でき便利である。どのタブレットのOSにも対応

したデータにできる。それ以前のものは他のソフトで

mpeg4形式に変換する必要がある。作成の全体的流れ

とサーバ内での収録の様子は図3のようになる。

（2）合成データをタブレットに移す

Apple社製タブレットの場合、PCにiTunesをインス

トールする。データは「休憩」や「勉強」といったカテ
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図１ Voice4u
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近年、自閉症を有する人たちにタブレット端末を利用したVOCA（VoiceOutputCommunicationAids）が

利用され始めてきている。これは、利用者が伝えたい要求のアイコンをタップすることで、機器が相手に画像と

音声で内容を伝えるツールである。これにより、障害によるコミュニケーション不良を軽減するのが目的である。

しかし、文字や数の理解が難しい人たちには、収納されたデータ内容を理解しやすくするなどの配慮が必要であ

る。本研究では、児童生徒が伝えようとする内容を教員がパソコンでVOCAデータとして作成した。このよう

にカスタマイズしたVOCAを用いて授業実践を行ったところ、児童生徒の要望が引き出しやすく、かつ教員間

でデータを共有できるので児童生徒の主体的な授業参加や教師による継続支援がしやすいなどの効果が見られた。
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ゴリーごとに分類して、フォルダに入れ、iTunesを使

いタブレット端末に移した。分類により、児童生徒が、

カテゴリーごとのフォルダから次の階層として各データ

を見られるように工夫した。

Android端末の場合は、PCから直接 USB等の外部

記憶媒体を介し移した。作成したVOCAの表示画面は、

AppleとAndroidで異なる（図4）。iPodtouchは小さ

くて、一度の充電で長時間使え携帯に便利であるが、ア

イコンが小さい。そのため、教室で利用する場合は、同

じ操作で使えるiPadが便利であった。Android端末は、

操作がAppleと異なり、利用者が混乱するため併用す

ることは難しい。

２－４ 作成したVOCA

iPadに作成したVOCAの例を図5に示す。

２－５ 市販VOCAと作成したVOCAの対比

作成したVOCAは、市販VOCAとは異なる特徴を

有している（図6）。

３ 結 果

３－１ 授業実践（中学部3年生 A君）

A君は、数や文字の理解が難しく、有意な言葉を発

しない自閉症の男子生徒である。教員がかける言葉は、

おおむね理解できている。これまで「何か飲み物が欲し

い」「トイレに行きたい」「帰りたい」の三つの要望を相

手に伝えるためにPECSカード 5）を使っていた。機器
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図５ 作成VOCAの例

図６ 市販VOCAとの対比表

図２ WindowsliveMovieMaker

図３ 作成の流れとサーバ内構造

図２ WindowsliveMovieMaker



操作は、CDラジカセのスイッチを入れ、好きな曲を聞

くなどの簡単な操作ができる。

作成と実践は、対象生徒の主担当2名を中心に行い、

VOCAの利用場面は以下のようにした。

①朝の会等での挨拶に使用（図7）

②休憩時の過ごし方の選択

③授業内容の選択

現在は、日常的な内容（図8）を収めたVOCAを帰

宅後、保護者とのコミュニケーションに利用している。

３－２ 操作の様子

今まで挨拶をしていなかった教員に対しても嬉しそう

な表情を浮かべ、挨拶を行うようになってきた。アイコ

ンに触れた後、素早く指を離すタップ操作に慣れるのは

1か月程度必要であった。爪でタップして、作動しない

といった課題もあった。しかし、最近では、出したい要

求がその画面にないと、ピンチイン（画面の切り替え操

作）をするようになってきた。フォルダ段階から要求を

探し出していく操作もできてきた。また、A君は常時

携帯していないが、置いてある場所に取りに行き積極的

に利用しようとする傾向も出てきた。通常、電源を入れ

VOCAとして使える状態にするまでの操作を教員が行っ

ているが、A君自身で電源を入れVOCAを使用しよう

とする場面も時々みられるようになってきた。

３－３ 収録データ内容の変化

実施当初、挨拶については、教員と生徒を合わせ6個、

授業内容については、体育をする、調理実習をする、言

葉と絵のマッチングをする、の計3個、休憩時の過ごし

方もトイレに行く、ひもで遊ぶ、音楽を聴く、計3個で

始めた。挨拶は、その後1か月で10個に増え、挨拶す

る相手の広がりがみられた。また、授業内容は、3か月

後には3個から10個へ、休憩時の過ごし方も3個から

5個に増え、学校生活での過ごし方に広がりがでてきた。

３－４ 他教員の作成状況

6月に第1回目の作成講習を行った。コンピュータ操

作スキルは、エクセルやワード、パワーポイントで基本

的な操作ができる程度の教員が大半であったが、1時間

程度の講習で、概ね作成方法を理解できた。今までカー

ドでのコミュニケーションや手をタッチする挨拶が主な

かかわり方であった教員たちから「作成方法が理解でき

た。今後使いたい」といった感想を得て、効果的と受け

止められた。VOCAを必要とする児童生徒とのかかわ

りが薄い教員に対しても、タブレット端末を日常的に使

う環境にしており、今後、利用の広がりが期待できる。

４ 結果と考察

４－１ 生徒の変化

これまで、A君は、要求がうまく伝えきれないといっ

たストレスでたびたび問題行動を起こしていた。しかし、

現在そのような行動が著しく減少している。これは先行

研究とも一致した結果であり、VOCAの利用で以下の

要因が影響していると考えられる。

①要求の選択肢が増えた。望まない内容のフォルダは、

画面を切り替え、否定できるようになった。この選択

肢の幅が広がったことと否定できるようになったこと

で、今までより正確に担当教員へA君のニーズが伝

わるようになった。これにより学校生活が、A君の

ニーズに対応したものに変化した。最近は声で「いや」

が言えるようになってきたのも大きな要因だと考える。

②A君自身が、VOCAの音声で内容を伝える際に、自

分自身の耳で、要求を出したことを再確認できるため、

相手に要求が通じたかを理解しやすくなった。

③挨拶に利用したことで、コミュニケーションの機会が

増えた。これにより親近感が強まり、安心感を持った。

但し、VOCA以外の要因として本人の精神的な成長

や学校への慣れ、教員の対応慣れといった要因があるこ

とも付け加えておく。

また、今まで、教員の指示に渋々ながら従っていた授

業参加が、徐々に積極的かつ責任感を持ち、主体的なも

のへと変化してきた。これは、授業内容をA君自身が

選択できるようになり、その要望を授業に組み入れるこ

とができたことで、積極的に参加する姿勢と授業参加に

納得し、内容への期待感を持つようになってきたことが

考えられる。また、教員側がA君のニーズを取り入れ

やすくなり、好きなことを通し、教育的効果がある内容

へと授業を工夫し変化させたことの相乗効果であると考

タブレット端末を利用した教師集団で作成・共有するVOCAの開発と実践
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図７ 朝の会の様子

図８ 家庭用VOCAの内容例



えている。

４－２ 作成したVOCAの利点

①児童生徒の理解力に応じてアイコン上の画像を工夫で

きる。一般的なVOCAは、アイコンにイラストを使

うことが多い。抽象的なイラストにより、汎化を促す

ためである。しかし、内容を理解しやすくするために

は、実物の写真や実際の動画の方が有効であった。汎

化には、同じ内容を示す写真間で入れ替えを行い「同

化・調整」6）を促す必要があると考える。

②持ち寄った音声データをサーバに保存すると「掃除」

や「体育」＋「をしましょう」といった組み合わせで

「掃除をしましょう」「体育をしましょう」など複数の

内容の文が容易に作れるようになった。利用対象児の

兄弟から音声を提供してもらうといった場合にも効率

のよい手段となった。また、多くの教員が作成に関与

する機会を設定できた。

③サーバでデータを蓄積・共有することで、教員間で各

児童生徒の要求が把握でき、継続支援が行いやすくなっ

た。

④フォルダ機能を用いることで、すべての要求内容を同

列に表示せずに階層化して、状況に応じた選択肢を表

示することができる。そのため、児童生徒がその場に

応じた要望を出しやすくなった。

⑤VOCAデータ作成時の画像を利用し、一日のスケジュー

ル伝達ツールや名称のマッチングなど、利用者の生活・

学習ツールとして広く利用できるようになった。

⑥利用対象児と同年代の人の声を利用することで、支援

者に親近感を与え、支援のプラス要素とできる。これ

は、中学生や高校生等に作成を依頼し、作成者側がコ

ミュニケーションについて考えるサービスラーニング

としても有効だと考える。

⑦作成VOCAは、PC上でも利用できる。よって、タッ

プが難しい児童生徒へは、PCを用いマウス等での利

用が可能である。また、キネクト技術 7）を用いれば

肢体が不自由な人たちにも利用できる。

⑧VOCAデータは、メールでやり取りでき、遠隔地か

らも作成に関与できる。

５ 結 論

本研究では、無料のソフトウエアを使いPCでデータ

を作成し、ネットワークサーバにそのデータを保存した。

教員は、対象児童生徒に必要なデータをタブレット端末

に移して、障害の程度にあわせたVOCAを作成できた。

作成したVOCAを用いて授業実践をおこなったとこ

ろ、対象生徒とかかわれる教員の数が増え、継続支援が

しやすくなった。またコミュニケーションの内容が以前

より深化したことにより、対象生徒に情緒の安定をもた

らした。さらに、わかりやすいアイコンで、カテゴリー

ごとのフォルダにデータを分類したことで、その場に応

じた要望を引き出しやすくなった。これにより、授業へ

の主体的な参加姿勢も生まれた。

作成を高校生などに依頼し、作成者側のサービスラー

ニングとして有効な可能性があり、キネクト技術により、

肢体不自由な児童生徒が利用できる可能性もある。

６ 今後の課題

教員間の意識変化と対象児童生徒の変化について継続

した観察と考察が必要である。10月にWindows8がリ

リースされた。このOSは、タブレット端末への移行や

学校現場で業務に利用されているWindows7からの移

行も容易だ。従って、タブレット端末に不慣れな教員が、

作成、利用実践に取り組みやすくなると考えられる。ま

た、データをカテゴリーごとのフォルダにまとめて2階

層にして収録しているのを、3階層以上に深められれば

児童生徒がその場に応じた意思決定をより可能にできる

と考えている。次年度は、本文中「4－2作成VOCAの

利点」⑥にあげた高校生がサービスラーニングとして、

VOCA作成に取り組んだ場合の作成者側の学習効果お

よび支援学校での利用効果についても検証を行う。
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